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〔学校部門 複数学年〕                                                    ［概要版報告書］ 

助成番号 助成事業名 学校名 

2023-7213-008 「みどり川と遊ぼう」プロジェクト 中標津町立丸山小学校 

所在地 北海道 中標津町 対象河川名 みどり川 

対象学年 ５学年(４９人)、６学年(４７人) 主たる教科 総合的な学習の時間 

河川教育の目標 

・学校の身近にあるみどり川でのフィールドワークを通して，川やその周辺における自然の豊

かさを実感するとともに，対象に関わりながら様々な事象に対して興味関心をもち，自ら課題

を見つけて追究しようとする。 

育成したい資質・

能力 

・川の探究活動を通して、主体的に課題解決しようとする力や自然に対する様々な事象に対して

追究したことを他者に伝えようとする発信力。 

また、自然豊かな中標津を誇りに思う郷土愛。 

学習活動の内容と成果 

【内容】 

・春の学校周辺を散策し、その中で中標津町を流れている標津川や学校近くの丸山公園の三日月湖、みどり川に焦点

を当て探索活動を行った。 

・みどり川・標津川・丸山公園の三日月湖による散策活動を通して、川の様子やそこに生息する動植物について調べ

るなど自分が追究したい課題を見つけ、他教科と関連させながら考察していく活動を行った。 

・調査活動では、数回の現地観察から、興味あるものを実際に採取したり、写真に収めたりして、その後の自己研修

の参考とした。また、学校では、収集した物や資料をもとにして、関連する学校図書やインターネットを活用した

り、町の資料館の方々に聞いたりしながらさらに追究したい課題解決を行った。 

・川の活動による振り返りや自己課題のまとめは、MetaMoji ClassRoomを活用して整理し、学年、学級のメンバー

と情報共有を行った。 

・１年間の活動の集大成として、自己が追究してきたことを写真や図、言葉で分かりやすくまとめ、他学年や同学年

の友だちと発表会として伝え合った。 

【成果】 

・学校周辺のフィールドワークから、身近なみどり川の存在だけでなく、その川と関連する場所や自然環境について

も気づくことができ、より自分の興味関心を高めることに繋がった。 

・実際の川の散策から見出した自己課題について、川に何度も足を運んで確かめたり、川やその周辺における環境や

生息する生き物の特性を調べたり、外部の方に聞いたりして解決していくことで、学習意欲の向上とともに、中標津

町の自然の豊かさに改めて気づき、それを大切にしようとする思いをもつことができた。 

学びの創意工夫点 

・学年間の学習のつながり→学校近くにあるみどり川とその周辺の探索活動を中心に学んできた

5 年生での学びを経て、6 年生では、他町の川や地形の特徴などについて、実際に現地調査な

どを行って比較しながら、中標津町の自然を見つめ直そうとすることをねらいとしている。 

・デジタル教材の活用→本校が授業で活用しているMetaMojiClassRoomで、資料の整理や振り返

り、まとめの活動を行うことで、効率的に見やすく整理できるとともに、他者との情報交換や

発表会も容易に行うことができる。 

河川教育を通じて

見られた子どもの

変容 

・学校周辺の探索やみどり川での調査活動を通して、丸山公園の池が標津川の三日月湖でみどり

川とつながっていたことや川に住んでいる魚や貝などがとても貴重な町の財産であることに

気づくことができた。その気づきから自己の追究心が高まり、課題解決の意欲に結びついた。 

支援者等（複数記入可） 

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援の概要 
・北海道教育大学釧路校：水辺活動の指導支援 等 

・中標津町郷土資料館：水辺の水生生物の説明 等 

成果発表 

成果作品 発表方法 

・MetaMojiClassRoomを活用したデータ資料 ・4年生に向けたワーク形式発表会（5年） 

・学年によるグループ交流会（6年） 

今後の課題・展開 

・学校周辺の散策を通して、自ら課題を設定し、解決してきたことを全体交流や下級生に伝えてきたが、その後の振

り返りから、自分のこれまでの活動を見つめ直し、より発展的な自己課題に広げていくための工夫が必要であった。

また、発表をすることが目的化しているところもあり、より深く探究していくような工夫が必要であった。 

・キーワードとなる言葉にアンダーラインを引いて下さい。 



学校名 助成番号

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

様式15

河川教育　学習活動報告書【複数学年５年生】

1.助成事業名 「みどり川と遊ぼう」プロジェクト 中標津町立丸山小学校 　2023-7213-008

学
習
活
動
の
結
果

6.得られた成果

・春の学校周辺の町探検をしながらみどり川の存在に気づき、そこから川遊びや川を中心とした自然探索を通して、自分たちが興味
関心や疑問をもとに自己課題に設定したことで、自らその事象と向き合い、主体的に考えながら解決しようとする姿がよく見られた。

・１年間の河川学習でまとめてきたことを次の学年に伝えていきたいという目的意識を明確にもてたことで、相手に興味関心をもっても
らえる工夫やわかりやすく表現する方法など、これまで収集してきた資料や調査の結果を活用しながら伝えることができた。

5.実際に行った単元構成
注）活動の様子を記述し、写真を添付してください。

7.河川、水を学習の題材・素材としたことによる効果

・実際に川へ足を運び、川での散策やその周辺に生息する動植物と触れ合うなどの体験活動を多く行うことで、子どもたちの探究心を高め、自然に対する学習意欲に大いに繋
がった。

・川の学習を通して、総合的な学習の時間だけでなく、理科「流れる水のはたらき」と関連させてみどりの深さや流れの速さを体感しながらる浸食や堆積の場所を観察したり、社会
科「あたたかい地域のくらし寒い地域のくらし」と関連させて気温と川周辺の植物の成長の変化を実際に調査したりすることで、中標津町の自然、地形による特長の理解や地域へ
の愛着を深めることができた。

単元名： 「みどり川と遊ぼう」 ・標津川の支流であるみどり川を探検し，中標津の自然を体感するとともにそのよさを知る。

みどり川と遊ぼう みどり川を知ろう みどり川を伝えよう

関連教科： 総合：11時間、理科：6時間、社会：3時間 ２０時間 関連教科： 総合：12時間、理科：10時間 ２２時間 関連教科：総合：4時間、国語：8時間 １２時間

・学校周辺の自然散策や町探検を通して、みどり川・標津川・丸山公園に生息する

動植物を探ったり、川の様子を観察したりした。

・みどり川など実際の探索活動を繰り返して、自ら興味関心のあることから課題を設

定し、他教科と関連させながら探究していく活動を行った。

・春の活動を振り返り、新たな疑問やさらに追究したいことを課題に設定し、みどり川の上流方面

から丸山公園の池までそれぞれの目的に合わせて、個々によるフィールドワークを行った。

・春と夏を比べて、生き物、植物の違いや川の様子について他教科の学習と関連付けながら調

査活動を行い、課題解決につなげていった。

・１年間、みどり川のフィールドワークを通して、自ら調査し

てきた中から気づいたことや分かったことを整理してまとめ、

相手に伝える活動を行った。

【課題設定】

〇みどり川・標津川・丸山公園を中心に何度も足を運

び、川遊びや自然探しなどの体験活動を通して、発見

したことや疑問に感じたことをきっかけにして自分が追

究してみたいことを課題とした。

【調査活動】

○みどり川で見つけた「カワシンジュガイ」やみどり川と

丸山公園の三日月湖の関係などについてその地形や

生物に詳しい校長先生からお話を聞くことで、その貝

が全滅危惧種であること、それを採集してはいけない

理由などについて知ることができた。

○個々が決定した課題解決のために、みどり川や丸山

公園へ行って実際に観察したり、学校図書やインター

ネットで調べたりした。

【まとめ】

○今まで体験したこ

とや調査した結果

をもとにして、分

かったことや気づい

たことを

MetaMojiClassRoo

mに記録した。

○これからさらに自

分たちがさらに追

求していきたい調

査活動につなげる

ために、学級で交

流会を開き、情報

共有を行った。

【課題設定】

○春の探索活動や校長先生の講話から得た情報をもとに、

みどり川やその周辺に生息する生き物や川の様子の変化

について実際に現地に向かって調査をした。

【調査活動】

○それぞれが新たに興味関心のあることを課題として設定

し、それぞれが自分が調べたい場所を選んで行き、生き物

を採取したり、川の様子を観察したりしながら現地調査を詳

しく行った。

○理科と関連させ、学校で実験した内容について、みどり

川へ行き、実際の川の様子と比較したり、川の流れのはた

らきによる浸食や堆積を探したりした。

【まとめ】

○これまで調べてきた「カ

ワシンジガイ」について整

理し、その特徴や中標津

町の大切な財産であるこ

とを丸っ子発表会で全校

や保護者に伝えた。

○今まで体験してきたこと

や調査してきた結果をもと

にして、分かったことや気

づいたことなどを

MetaMojiClassRoomに記

録した。

【まとめ・発表】

○春から１年間、みどり川での探索活動や調査活

動での学びを振り返り、今まで記録、収集してきた

資料をもとにMetaMojiClassRoomに写真や文字で

整理してまとめた。

○来年度の５年生に対して、川の学習に興味関心

をもってもらうことを目的として、これまで自分が追

究して学んだことや気づいたことをわかりやすくまと

め、その資料を活用しながら発表した。



学校名 助成番号

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

様式15

河川教育　学習活動報告書【複数学年６年生】

1.助成事業名 「みどり川と遊ぼう」プロジェクト 中標津町立丸山小学校 　2023-7213-008

学
習
活
動
の
結
果

6.得られた成果

・身近にあるみどり川、標津川だけでなく、標津町のポー川や白滝の川など他の地域に実際に足を運び、自分の目で見たり調べたり
することで、それぞれの川の様子や特徴を比べながらより深く理解することができた。また、その体験活動を通して比較してきたこと
が、新たに追究したい課題を見つけるなどの学習意欲につながった。

・今まで学習してきたことを学級、学年内で発表して交流することばかりでなく、他学年と実際にみどり川に向かい、一緒に体験活動
を行ったり、他学年にわかりやすく川の情報をプレゼンテーションしたりして伝えてきたことで、目的意識と相手意識がより明確になり、
主体的に活動する６年生の姿がよく見られた。

5.実際に行った単元構成
注）活動の様子を記述し、写真を添付してください。

7.河川、水を学習の題材・素材としたことによる効果

・川での学習をきっかけに、北海道の文化や歴史の話を実際に聞きに行ったり、標津川やみどり川にある身近な地層を観察したりするなどの体験活動を通して、川とそれらの事象
が単体でなく、大きくつながっていることを実感しながら深く学ぶことができた。

・みどり川探索活動を通して、川の特徴やそこに生息する動植物の様子などを追究していく中で、川に対する知識の他に、生命の大切さやこの町の豊かな自然について気づい
た。そして、その生き物や自然環境の素晴らしさを改めて見つめ直し、これからも大切にしていこうとする思いを強くもつことができた。

単元名：「みどり川を守ろう」 ・他の地域の川や昔のみどり川と比べ、現在の川を守り続けていこうという思いをもつ。

みどり川を調べよう みどり川と比べよう みどり川を守ろう

・５年生で学習してきたことをもとにして、６年生では何を学習していきたいかを見つけた

り確認したりするために何度かみどり川に足を運び、探索活動を行った。

・社会や理科の学習と関連づけながら、身近なみどり川、標津川と北海道の歴史や文化

とのつながりについて学習した。

・これまで調査、追究してきたことから、改めてみどり川を調べ直すとともに、標津町にあるポー川との比較、その

周辺の歴史や地形に目を向け、地層のでき方を学習したり、実際に現場にいって調べたりする活動を行った。

・他学年から川のことをよく知っている６年生に教えてもらいたいと依頼を受け、自分たちが川の学習で気づいたこ

とやわかったことをまとめてプレゼンテーションをしたり、実際に一緒に川に行って探索活動したりして伝えた。

・この２年間の河川教育を通して、自分の課題について調査

や追究してきたことを振り返りながらまとめ、その内容をもとに

自分の意見も踏まえて、友だちと交流会を行った。

関連教科： 総合：12時間、理科：4時間、社会：4時間 ２０時間 関連教科： 総合：4時間、行事12時間 社会：4時間 理科：6時間 ２６時間 関連教科： 総合:3時間、国語：5時間 ８時間

【課題設定】

○学校周辺を散策しながら、丸山公園やみどり川へ向

かい、川やその周辺で生息する生き物に触れながら、

昨年度の活動との違いを見つけたり、新しい発見をする

ことで、今年度の自らの課題を設定しようとしていた。

【調査活動】

○アイヌの人たちの暮らしと文化において交易で使用

していた黒曜石に興味をもち、修学旅行先の白滝の川

で、黒曜石の発掘体験を行った。

○身近なみどり川にも黒曜石がないか改めて探索活動

をした。また、そのような体験活動を通して、みどり川と

白滝の川との様々な特徴について比較しながら調査を

行った。

・

【まとめ】

○白滝の川とみどり川

を比べて、観察や調査

したことをもとに、

MetaMoji ClassRoom

に気づいたこと、分

かったことをまとめた。

○これまでの体験活

動や調べてきたことを

振り返り、整理してきた

資料を使って、グルー

プ交流を通して情報の

共有を行った。

【課題設定】

○夏休み前に学んできた白滝の川とみどり川の情報をもとに、社会科

見学で訪れた標津町ポー川の調査活動も加えて色々な地域の川を比

べることで、みどり川について深く追究する課題設定に努めていた。

【調査活動】

○他地域の川とみどり川の比較から、地形、水質、生息する生き物、砂

岩などの共通点や相違点に着目し、みどり川の探索活動や資料による

調べ学習を進めた。

○川の学習をきっかけに、道東の歴史や昔の人々の暮らし、中標津町

の地層について、現地に行って実際に見学をしたり、外部講師の話を

聞いたりして川とのつながりについて学んだ。

【まとめ】

○他地域の川との比較をもとに、

みどり川やその周辺の事象で追

究してきたことを

MetaMojiClassRoomに整理し、

友だちと意見交換を行った。

○依頼を受けた他学年に向けて、

これまで学んできたことをプレゼ

ンテーション形式で発表したり、

みどり川探索を通して、川の特徴

や生き物などの説明をしたりして

みどり川の魅力を伝えてきた。

【まとめ・振り返り】

○これまでMetaMojiClassRoomで作成してきた資料

を見直し、２年間の自分の軌跡を振り返りながら、自

分と川の学習とのかかわりについて考えた。

○川の学習で得た知識だけでなく、川を中心とした

自然環境との触れ合いを通して、豊かな自然あふれ

る中標津のよさを再発見した。

また、地域の生き物調査活動に参加したり、生き物の

生命の尊さを下級生に伝えたり、自分の遺産として

中標津の自然を自ら撮影し、卒業制作の写真立てに

収めたりした。



「みどり川で採取した魚のまとめから」【５年生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「みどり川で観察・調査したことから」【５年生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「みどり川探索の計画・活動・振り返りから」【６年生】        「２年生と川の学習に向けての準備資料から」【６年生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

様式１６ 

〔学校部門〕 共通                                                      ［活動状況写真］（第５学年） 

助成番号 助成事業名 学校名 

2023-7213-008 「みどり川と遊ぼう」プロジェクト 中標津町立丸山小学校 

 

 

学習活動名：課題別調査 

日 付 ：２０２３年５月 

見られた子どもの姿： 

・みどり川に生息する色々な魚をとり、魚種やその特徴につい    

 て図書資料やインターネットで進んで調べていた。 

・川で採取したヤマメを家で上手に飼うことができなかった経   

験から、どうしてヤマメは川で生息できるのかと生態や環境   

に興味をもち、意欲的に探究する姿が見られた。 

 

 

 

学習活動名：校長先生による「川の授業」 

日 付 ：２０２３年６月 

見られた子どもの姿： 

・川で見つけた「カワシンジュガイ」が絶滅危惧種であること   

を調べることができたが、それを採取してはいけない理由 

について川や生物に詳しい校長先生に聞きにいった。 

・校長先生の講話では、カワシンジュガイの生態を中心に教え 

ていただいた。その後の探索活動では、話の内容を思い出し、 

貝をむやみに捕らずに見守ったり、魚の鱗に貝の幼生がい 

ないか確認したりする子がいた。 

 

 

学習活動名：「４年生に伝えよう」発表会 

日 付 ：２０２４年１月 

見られた子どもの姿： 

・５年生それぞれが課題を設定し、追究してきたことについて   

MetaMoji ClassRoomを使って、集めてきた情報を整理しな 

がら見やすくまとめていた。 

・来年度、川の学習をする予定の４年生に対して興味関心をも 

ってもらえるようにワークショップ形式で行った。実際にみ 

どり川で見つけた石や撮影した写真などを見せながら工夫  

して伝えていた。 

 注）写真は校外や学校・教室内での学習活動ごとに添付してください（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。） 

 



 

様式１６ 

〔学校部門〕 共通                                                      ［活動状況写真］（第６学年） 

助成番号 助成事業名 学校名 

2023-7213-008 「みどり川と遊ぼう」プロジェクト 中標津町立丸山小学校 

 

学習活動名：みどり川探索活動 

日 付 ：２０２３年５月 

見られた子どもの姿： 

・実際にみどり川を探索する中で、昨年度の体験や調べてき 

たことを思い出しながら、今年やってみたいことを見つけ  

ようとしたり、確認したりする様子が見られた。 

・丸山公園の川で採取した魚を教室で飼うために、その魚に 

ついてインターネットで検索したり、魚の生活に必要な砂 

や土管などを準備したりと魚が暮らす環境を自分たちで整 

えたりした。 

 

 

学習活動名：外部講師による「地層の学習」 

日 付 ：２０２３年７月 

見られた子どもの姿： 

・北海道教育大学釧路校の境教授に来校していただき、本 

校で理科の地層の学習を行った。海や川に堆積してできた 

ものか、火山の噴火によってできたものなのか、その仕組 

みの違いに興味をもって集中して話を聞いていた。 

・授業の中で、色々な石を使って実際ににおいをかいだり、 

触ったりしてどのように分類するのか予想しながら自分 

の考えをまとめる姿が見られた。 

 

学習活動名：「２年生と川に行こう」 

日 付 ：２０２３年１０月 

見られた子どもの姿： 

・２年生から依頼を受け、６年生が話し合い、魚チーム、コ 

ウモリチーム、上流チーム、生き物チームのグループに分 

かれ、実際に２年生と川探検に行った。 

  ・これまでの経験を振り返りながら事前準備をしたり、安全 

に気をつけて２年生の疑問に答えたりと２年生に川の楽 

しさを感じてもらえるように、工夫して接する６年生の姿 

が見られた。 

 

 注）写真は校外や学校・教室内での学習活動ごとに添付してください（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。） 



 

様式１７ 

〔学校部門〕                                                                 ［実施箇所位置図］ 

助成番号 助成事業名 学校名 

2023-7213-008 「みどり川と遊ぼう」プロジェクト 中標津町立丸山小学校 

助 

成 

事 

業 

の  

主  

な  

実  

施  
箇  
所 

主な実施箇所   みどり川 
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